
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 26 事業No. 388

事務事業名 下水処理施設維持管理事業
会計 下水道事業会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 下水浄化センター 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 第１次飯田市下水道事業経営計画
 飯田市下水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 下水道法、都市計画法
 浄化槽法
 水質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、悪臭防止法

事業目的
対象 下水処理施設

意図 下水処理場の適切な管理・放流水質基準の遵守

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

処理施設が老朽化していく中で、維持管理業者との更なる連携を強化し、適正な維持管理に努めます。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
松尾浄化管理センター他維持管理業務委託、農業集落排水処理施

設管理業務委託における５ヵ年の長期契約（３年目）を行い、経

費削減を図り、適切な維持管理（運転管理、場内整備・点検検査

、電気保安管理、水質・汚泥分析、薬品、重油等調達、施設修繕

工事等）を行うことにより、生活環境 の向上と

河川の水質保全を図ります。

松尾浄化管理センター管理費 469,806

川路浄化センター管理費 15,042

竜丘浄化センター管理費 28,186

和田浄化センター管理費 16,874

農業集落排水処理施設管理費 80,915

小規模集合排水処理施設管理費 5,317

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
年間平均放流水質・ＳＳ（公共・特環・農集） ㎎／㍑ 15 15   
年間平均放流水質・ＢＯＤ（公共・特環） ㎎／㍑ 7.5 7.5   
年間平均放流水質・ＢＯＤ（農集） ㎎／㍑ 10 10   

      
      
      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 616,140  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 616,140

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    74 2 1
 
2  0

 
0

597,451
0

処理場費

2    74 4 1
 
2  0

 
0

11,171
0

公共下水道事業費(単独)

3    74 4 1
 
6  0

 
0

6,124
0

農業集落排水事業費(単独)

4    74 4 1
 
7  0

 
0

1,394
0

小規模集合排水処理事業費(単独)

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 388 事業名  下水処理施設維持管理事業 下水浄化センター

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

施設・機器の整備 〇   ○ ○ － ○ ○ ○  

放流水の水質 〇   ×× × － ×× × ×× ○

産業廃棄物 〇   ×× × － ×× × ×× ○

一般廃棄物 〇   ×× × － ×× × ×× ○

薬品の管理 〇   ○ ○ － － － ○  

水質試験廃液 〇   × × － × × ××  

下水道法
下水処理施設からの処理水の水質検査（月２回）と放流水基

準の遵守
○  

水質汚濁防止法 下水処理施設からの処理水の水質検査と放流水基準の遵守 ○  

悪臭防止法 下水処理施設敷地境界線上の悪臭物質の測定及び結果の記録 ○  

廃棄物の処理及び清掃に関する法

律

産業廃棄物処理時のマニフェスト（産業廃棄物管理票）の管

理（搬出の都度）
○  

大気汚染防止法 ばい煙発生施設からの排出ガスの成分検査（年2回） ○  

浄化槽法 浄化槽からの処理水の水質検査と放流水基準の遵守 ○  

地元協議会、組合との覚書 水質検査結果等の年1回の報告及び協議 ○  

           

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・第１次飯田市下水道事業経

営計画の推進による事業コス

トの増加

・下水道に関する生活環境へ

の保全意識の低下

・水を介しての快適生活の実

現

・公共事業の計画的な実施に

よる事業者の経営安定

・強靭なライフラインの確保

による安心な社会の実現

・消化ガス発電による電気使

用量とCO2の削減

 各処理場の放流水質（ＢＯＤ、Ｓ

Ｓ）

年間を通じて

関係法令の基準値1/2以下（年間

平均値）になるように管理する

・３月に翌年度の年間水質検査計画を作成

。

・各処理場の水質検査結果により運転方法

を検証し、放流水質の基準を厳守する。

・毎月、維持管理委託業者との合同会議時

に水質管理や設備状況の報告を受け、適正

な運転管理が実施されるよう指導する。

・３月に翌年度の年間水質検査計

画を作成。

・関係法令の基準値1/2以下が守

られている。

・毎月、維持管理委託業者との合

同会議時に水質管理や設備状況の

報告を受け、適正な運転管理が実

施されるよう指導を行っている。

○

 

 

 各処理場の脱水汚泥（産業廃棄物

）

年間を通じて

全量搬出できるように管理する

・４月に年間搬出計画を作成。

・毎月、翌月の汚泥搬出計画を作成。

・計画的に全量搬出できるように手配、管

理を行う。

・４月に年間搬出計画を作成。

・毎月、翌月の汚泥搬出計画を作

成。

・計画的に全量搬出できるように

手配、管理を行っている。

○

 

 

 各処理場の汚泥（一般廃棄物）

年間を通じて

全量搬出できるように管理する

・４月に年間搬出計画を作成。

・毎月、翌月の汚泥搬出計画を作成。

・計画的に全量搬出できるように手配、管

理を行う。

・４月に年間搬出計画を作成。

・毎月、翌月の汚泥搬出計画を作

成。

・計画的に全量搬出できるように

手配、管理を行っている。

○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 389

事務事業名 下水道ストックマネジメント事業
会計 下水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 新規

担当課等名 下水浄化センター・下水道課 開始 H30 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
 10 豊かな自然と調和し、低炭素なくらしをおくる

 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める

 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

分野別計画
○ 第１次飯田市下水道事業経営計画

 飯田市下水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 下水道法、都市計画法、電気事業法

 浄化槽法

 水質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、悪臭防止法

事業目的
対象 下水道施設全体（管路、処理場、マンホールポンプ場）

意図
ストックマネジメント計画（点検・調査等に基づく維持管理計画）を策定し、下水道施設の持続的な機能確保

及びライフサイクルコストの低減を図る。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

平成27年度の下水道法改正により、下水道施設全体を対象としたストックマネジメント計画の策定が必要となりまし

た。この事業は、維持・修繕及び改築に関する劣化状況の調査や、施設情報のデータベース化、施設不具合による被

害規模、リスク評価等を行い、施設ごとの管理、整備目標を設定し、修繕・改築、施設整備を実施するものです。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
下水道施設の施設情報の収集・整理、リスクの評価等を行い、施

設維持管理の目標設定、長期的な整備目標の設定等を実施します

。

　ストックマネジメント計画策定 115,864

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
計画策定処理区（公共２、特環２、農集１） 処理区数  5   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 115,864 （国）防災・安全社会資本整備交付金（1/2）

国庫支出金 55,000

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 60,864

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    74 4 1
 
1  0

 
0

90,200

0
公共下水道事業費（補助）

2    74 4 1
 
2  0

 
0

4,864

0
公共下水道事業費（単独）

3    74 4 1
 
3  0

 
0

19,800

0
特環下水道事業費（補助）

4    74 4 1
 
6  0

 
0

1,000

0
農業集落排水事業費（単独）

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 389 事業名  下水道ストックマネジメント事業 下水浄化センター・下水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

工事の実施 〇   ×× × × － × －  

環境に配慮した設

計及び現場管理
〇   ○ ○ ○ － ○ － ○

汚水の流出   〇 ×× － － × － ×  

下水道法第２２条第１・２項
施設の設計、工事の監督管理、施設の維持管理を行う者の資

格の確認
  

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

発注者の再資源化に要する費用の適正負担   

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

分解解体等及び建設資材廃棄物の再資源化   

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

県知事への届出（請負額500万円以上の工事）   

           

           

           

           

           

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・第１次飯田市下水道事業経

営計画の推進による事業コス

トの増加

・下水道に関する生活環境へ

の保全意識の低下

・水を介しての快適生活の実

現

・公共事業の計画的な実施に

よる事業者の経営安定

・強靭なライフラインの確保

による安心な社会の実現

 平成30年度に行う全体設計（施

設情報の収集・整理、リスクの評

年度末までに

中間まとめをする

・4～6月　業務委託発注

・7～12月　施設情報の収集・整理

・1月～3月　リスクの評価、点検・調査計

画の検討、中間まとめ

 

 

 

 

 施設情報の収集・整理、リスクの

評価、点検・調査計画の検討等を

２月末までに

完了する

・5月　日本下水道事業団との協定締結

・6～2月　事業団、業者と随時工程会議を

実施、進捗管理を行う

・５月

日本下水道事業団との協定締結。

・９月　事業団、業者と工程会議

を実施、今後の予定等確認。

○

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 28 事業No. 390

事務事業名 下水道長寿命化及び地震対策事業
会計 下水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 下水浄化センター・下水道課 開始 H25 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
 10 豊かな自然と調和し、低炭素なくらしをおくる

 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める

 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

分野別計画
○ 第１次飯田市下水道事業経営計画

 飯田市下水道事業経営戦略

 飯田市公共下水道長寿命化計画、飯田市下水道総合地震対策計画

法令・例規等
 下水道法、都市計画法、電気事業法

 浄化槽法

 水質汚濁防止法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、悪臭防止法

事業目的
対象 下水処理施設、管路施設

意図
・公衆衛生の向上と公共用水域の水質を保全する　・下水道本管事故の未然防止及びライフサイクルコストの最小化を図る

・処理施設の長寿命化を図り、処理能力を確保する

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

下水処理、管路施設は老朽化により機能低下が見られるため、改築・更新工事を主体とした整備が課題であり、第１

次飯田市下水道事業経営計画と整合させながら、補助事業を取り入れ、施設の長寿命化に取り組むことが必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
飯田市公共下水道長寿命化計画、農業集落排水処理施設機能強化

事業、下水道総合地震対策計画による長寿命化、耐震化を計画的

に実施し、下水処理施設、管路施設の延命化を図ります。

※松尾浄化管理センター№２脱水機・ゲート設備長寿命化及び知

久平処理場機能強化はH29-H30年度２か年の債務負担で実施します

。

（松尾）№２脱水機・ゲート設備長寿命化 125,800

（松尾）塩素滅菌池他耐震実施設計業務委託 17,000

（知久平）処理場機能強化事業 19,500

下水道管渠長寿命化対策 48,000

下水道管路地震対策 82,500

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
長寿命化を実施した処理施設箇所 箇所  2   

長寿命化対策（管更生）延長 ｍ  450   

人孔管口耐震化実施箇所数 箇所  55   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 292,800 （国）防災・安全社会資本整備交付金（1/2～5.5/10）

（県）農山漁村地域整備交付金（1/2）

（起）下水道事業（充当率90～100％）
国庫支出金 121,400

県支出金 9,500

地方債 140,900

その他 0

一般財源 21,000

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    74 4 1
 
1  0

 
0

221,800

0
公共下水道事業費（補助）

2    74 4 1
 
2  0

 
0

51,500

0
公共下水道事業費（単独）

3    74 4 1
 
5  0

 
0

19,500

0
農業集落排水事業費（補助）

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 390 事業名  下水道長寿命化及び地震対策事業 下水浄化センター・下水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

長寿命化（地震）

対策工事の実施
〇   ×× × × － × －  

環境に配慮した設

計及び現場管理
〇   ○ ○ ○ － ○ － ○

汚水の流出   〇 ×× － － × － ×  

下水道法第２２条第１・２項
施設の設計、工事の監督管理、施設の維持管理を行う者の資

格の確認
  

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

発注者の再資源化に要する費用の適正負担   

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

分解解体及び建設資材廃棄物の再資源化   

建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律（建設リサイクル法

）

県知事への届出（請負額500万円以上の工事）   

           

           

           

           

           

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・第１次飯田市下水道事業経

営計画の推進による事業コス

トの増加

・下水道に関する生活環境へ

の保全意識の低下

・水を介しての快適生活の実

現

・公共事業の計画的な実施に

よる事業者の経営安定

・強靭なライフラインの確保

による安心な社会の実現

 【管渠】計画に基づく事業のＨ3

0年度施工分を

３月上旬までに

実施する

・4～6月　単価決定等設計準備

・7～9月　設計及び発注

・10～12月　工事発注完了

・3月上旬しゅん工

 

 

 

 

 【松尾浄化管理センター及び農集

排処理施設】30年度施工分

２月末までに

完了する

・４月～２月、委託、施工業者と随時工程

会議を実施、進捗管理を行う

・４月～９月、委託、施工業者と

随時工程会議を実施、進捗管理を

行っている。

○
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